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根っ子の会の観察日記 
～根木内歴史公園：湿地の観察会（2017 年 11 月・12 月）～ 

 

2017/11/19 参加人数: 4名 

昨日の雨は上がったが、風が強い。 今日

は寒そう。トウカエデがすっかり秋色になっ

た。 

湿地は全体に枯草色。そのなかでオニノゲ

シが花をつけていた。そしてカントウヨメナ

はまだ色が鮮やかだ。イヌタデの花も実もま

だまだしっかり残って存在感を示している。

ハキダメギクはひっそりとだが花をつけてい

る。ヒメジソは実のなごりのようなサヤがあ

ちらこちらに残ってめだっている。秋もそろ

そろ終わりに近い。 

 
ジュウガツザクラ 

 

 
コナラの木についたイモムシ 

見上げると紅葉しかけたカラスザンショ

ウは黒い実をぶらさげ、シロダモは赤い実を

つけている。そして十月サクラがほぼ満開で

色をそえてくれたが春のサクラに比べると随

分ひかえめだ。うっかりすると見過ごしてし

まいそう。 

コナラの木にはヨコヅナサシガメの幼虫

がかたまっている。それを見ていたら 3 ㎝く

らいのケムシがびっしり固まって模様のよう

になっているものがみつかり、そしてその横

にはカメムシらしき虫もいた。 
 

図鑑と照らし合わせてクヌギ

カメムシか？と。横腹の気門らし

きものをたしかめたら、黒くない

のでヘラクヌギカメムシだろうと

思われる。このコナラの木はいろ

いろな虫が集まる場所で、普段あ

まり気にしていない虫なんかも観

察される。しばらくとどまってい

たらカメムシ独特のくさ～い臭い

もしてきた。あーだ、こーだと緑

色のカメムシにちょっかいを出し

すぎたらしい。コバネイナゴ、オ

ンブバッタも枯草の中にひそんで

いるが、少々元気がないようで、

簡単につかまえる事ができた。 

 
ヘラクヌギカメムシ 
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アシの茂みからは盛んにウグイスとアオジの声がする。姿は見つからない。するとコサ

ギが 1 羽とんできた。カルガモも７羽ほど集まっている。水の真ん中あたりの枯草にはハ

クセキレイもとまりチョコチョコと動いていた。 

広場に上がると風は収まり青空がのぞいた。キリの木には茶色い蕾がついている、落ち

ている今年の実を割って、小さな種をとばしていたら、そこへシジュウカラの群れがとん

できた。続いてメジロ、ヤマガラもやってきてしばらく賑やかな様子をみせてくれた。 

 
青空に映えるオギ 

 
ニシキギの赤い実 

 

2017/12/23 参加人数: 7名 

空は青空、風もなく今日は絶好の観察

日和だ。 

目のまえをダイサギがゆらゆらとん

で、川向うの駐車中の車の屋根にちょこん

と止まった。 

冬枯れの湿地で今日はなにを観察でき

るのかな？などと話ながら進む。落葉樹は

すっかり葉が落ちて地面に積もっている。

落ち葉の下に覗く植物はタネツケバナ、セ

リ、ハルジオン、カキドオシ、ヘビイチゴ、

ムラサキケマンなど。  
冬枯れの湿地 

 
池に張った氷 

シロダモの赤い実、ヤブミョウガの青い実

もおちている。田んぼの畦、日当たりの良い

ところではオオイヌノフグリ、タンポポがそ

れぞれ一輪ずつ咲いている。茶色のなかに見

られる花の色は楽しい。刈られて広々とした

湿地のなかに立つハンノキはオバナをびっし

りつけており存在感十分だ。 
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シロハラがとまった木 

 

 
セグロセキレイ 

 

山側の木々の間から「キョッ、キョツ」と鳴き声が、見るとシロハラだった。枝のかな

り上のほうだ。そのまま見ているとヤマガラ、ジョウビタキ、メジロ、なども集まってい

た。アシの中にはシジュウカラ、スズメが入り、群れている。そこにエナガもきた。そし

てだんだん山側の木に移り、しばらく遊び、やがてとんでいった。広場にはセグロセキレ

イもやってきた。草の上を歩いたり、池の枯草にとまったりしている。セグロは２羽で来

ていた。以前にはここでハクセキレイ、キセキレイそしてセグロと３種類同時にみかける

こともあった。今日やってきたのはセグロセキレイだけだったが見られてよかった。最近

市街地でもハクセキレイはよく見られるがセグロはなかなか見られないような気がする。 

これで猛禽が舞ってくれれば最高なのに、残念ながらタカは現れなかった。 

上の広場でも鳥を期待したが、ウグイスの地なきのみ。今年はコブシが沢山花芽をつけ

ている。梅もたくさん蕾がみられる。 

 

 
ロウバイにハラビロカマキリ 

ロウバイはどうかと見にいったら、まだ枯

れかかった葉を一杯つけており、枝にはかな

りふくらんだ蕾が見られた。かすかにロウバ

イの香りもする。上のほうにはハラビロカマ

キリがとまって日向ぼっこをしていた。梅、

ロウバイなどは剪定の対象として「この枝は

どうか？」などと話がはずんでいた。 

朝は相当気温が低く池の氷もびっしりと

張っていたようだが、日が高くなるにつれて

暖かくなった。落ち葉の下の霜柱もとけだし

て、地面がかなりゆるくなってきた。 

 

 

 
1月の湿地の観察会は、、、 

1月 27日（土） 

9:30駐車場集合（小雨決行）です。 


